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欠
か
せ
な
い
既
存
集
落
の
重
視

農
村
の
活
性
化
な
く
し
て
農
業
の
再
生
は
あ
り
得
な
い
。

そ
の
農
村
は
集
落
機
能
の
低
下
が
著
し
く
、
農
業
の
成
立
基
盤
は
揺
ら
ぎ

つ
つ
あ
る
▼
こ
う
し
た
中
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
の
制
度
変

更
に
と
も
な
う
議
論
が
続
く
。
発
端
は
、
２
０
０
０
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し

た
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
で
、
第
５
期
対
策
で
新
設
さ
れ
た

「
集
落
機
能
強
化
加
算
措
置
」
が
、
25
年
度
か
ら
の
第
６
期
対
策
で
は
廃

止
さ
れ
る
と
の
、
昨
年
８
月
末
の
農
水
省
に
よ
る
突
然
の
表
明
だ
。
集
落

機
能
強
化
加
算
措
置
は
、
買
い
物
な
ど
の
移
動
支
援
、
除
雪
支
援
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
等
の
営
農
以
外
の
集
落
機
能
強
化
へ
の
取
組
み
を
対
象
と
す
る
。

こ
れ
が
営
農
以
外
を
含
め
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
強
化
が
必
要

と
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
農
村
政
策
の
転
換
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
、

と
の
懸
念
を
呼
び
起
こ
し
た
。
結
果
的
に
農
水
省
は
、
第
６
期
対
策
で
創

設
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
加
算
措
置
の
枠
内
で
の
活
用
継
続
を
認
め
る

激
変
緩
和
措
置
を
講
ず
る
こ
と
で
対
処
を
図
っ
た
▼
こ
の
背
景
に
あ
る
の

が
22
年
か
ら
開
始
し
た
農
村
型
地
域
運
営
組
織
（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）
の
形
成

支
援
事
業
へ
の
注
力
だ
。
既
存
の
集
落
協
定
単
体
で
は
な
く
、
複
数
集
落

で
構
成
さ
れ
る
小
学
校
区
単
位
と
、
よ
り
広
範
で
の
取
組
み
に
よ
り
、
集

落
機
能
の
弱
体
化
と
活
動
停
滞
の
解
決
を
目
指
す
▼
環
境
は
ま
っ
た
く
異

な
る
が
、
目
下
、
都
会
で
は
自
治
会
活
動
の
停
滞
は
著
し
く
、
こ
の
た
め

筆
者
の
住
む
都
内
Ｎ
市
で
は
市
域
を
四
つ
に
区
分
し
て
自
治
会
等
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と
で
、
自
治
会
等
の
活
性
化
に
取
組
む
。
し
か
し
な

が
ら
広
域
化
し
て
も
実
働
す
る
人
の
数
は
変
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
地
域

に
根
差
し
た
活
動
は
イ
ベ
ン
ト
的
な
も
の
中
心
に
な
っ
て
、
自
治
会
等
の

活
性
化
に
は
直
結
せ
ず
低
迷
が
進
行
し
て
い
る
の
が
実
情
だ
▼
広
域
化
す

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
間
違
い
な
く
あ
る
が
、
基
本
は
集
落
レ
ベ
ル
で
一

人
で
も
多
く
関
係
人
口
を
獲
得
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
悩
ま
し
い
問

題
で
あ
る
が
、
既
存
の
集
落
を
ベ
ー
ス
に
考
え
て
い
く
こ
と
を
変
え
て
は

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

（
土
着
菌
）
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